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ＪＡきたそらちから

新米寄贈

　１０月７日、ＪＡきたそらちの岩田組合長と常勤

役員、永井北竜地区代表理事が来庁され、ＪＡきた

そらちから町に北竜町産新米の「ゆめぴりか」「なな

つぼし」「おぼろづき」「きたくりん」「風の子もち米」

それぞれ５kgが寄贈されました。

　国の老人の日記念事業として、令和６年度中に１００歳を迎えられる永楽園に入所している神藤貞義さ

んと、いちい団地に入居している杉本利さんに、多年にわたり社会の発展に寄与された今日までのご苦労

と長寿をお祝いし、内閣総理大臣から、お祝い状及び記念品の銀杯が贈られ、佐々木町長から伝達が行わ

れました。

神藤貞義さん、杉本利さんに内閣総理大臣お祝い状及び記念品贈呈

神藤貞義さん神藤貞義さん 杉本利さん杉本利さん

　
社会保険料(国民年金保険料)

控除証明書が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

 ● 国民年金保険料は、所得税及び住民税の社会保険料控除の対象になります。

 ● 社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が必要です。

 ● ご家族の方の国民年金保険料を納付した場合も納付された方の申告に加えることができます。

【社会保険料（国民年金保険料）控除証明書についての問い合わせ先】
℡：０５７０－００３－００４（ナビダイヤル）

※ただし、９月下旬から１０月上旬にかけてコンビニエンスストアで保険料を納付された一部の方は、
　１１月中旬に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付する予定です。

■保険料納付と社会保険料(国民年金保険料）控除証明書の送付時期

国民年金保険料の納付 控除証明書の送付

令和６年１月１日～９月３０日までの納付 令和６年１１月上旬

令和６年１０月１日～１２月３１日までに今年初めての納付 令和７年２月上旬
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若い方も健診を受けましょう！

（担当：大平 みらい）

【 第４７回 】　

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● 男の料理教室

● ヘルシー講座

● 秋の住民健診

● 認知症物忘れ相談

● にこにこベビーズ

 ７日（木）10:30～12:30　公民館調理室

 18日（月）13:30～15:00　すこやかセンター

 22日（金）  7:30～12:00　すこやかセンター

 25日（月）10:00～11:30　碧水地域支え合いセンター

 26日（火）10:00～11:30　商業活性化施設ココワ研修室

 28日（木）10:00～11:30　すこやかセンター

11月の
保健・介護予防

行事

　20～30代の方は病院にかかる機会があまりなく、自分の健康状態を知るきっかけが少ないの

ではないでしょうか？健診は生活習慣病をみつけるものです。日本の死因の半数を占める生活習

慣病は自覚症状がないまま進行するため、20代から健診を習慣にすることがとても重要です。

　検査は30分程度で終わります。まだ健診を受けたことがない方、しばらく健診を受けていな

い方は、是非この機会に一度健診を受けてみませんか？

今年から20～39歳の方への健診をはじめました！今年から20～39歳の方への健診をはじめました！
（7,000～8,000円相当の健診が無料で受けられます）（7,000～8,000円相当の健診が無料で受けられます）

【日　　程】11月22日（金）　受付時間　7：30～12：00（予定）

【場　　所】北竜町役場　すこやかセンター

【所要時間】30分～1時間程度

【受診項目】①若年健診（20～39歳で健診を受ける機会がない方）

　　　　　  ②特定健診（40～74歳の国保加入者、または社保の扶養家族）

　　　　　  ③後期高齢者健診（75歳以上の町民）

　　　　　  ④胃・肺・大腸・前立腺がん検診　

【申込方法】電話、またはオンライン申し込み

【申込期限】11月12日（火）まで

【問い合わせ先】役場住民課保健指導係　 TEL：３４- ７０３１

【日　　程】①11月18日（月）13:30～15:00　保健師講話　「高血圧の話」　他

　　　　     ②12月18日（水）13:30～15:00　運動講座「家でできる簡単ストレッチ」

　　　　     ③１月20日（月）10:00～12:00　栄養講話・調理実習または献立紹介

　　　　     ④２月17日（月）10:00～12:00　栄養講話・調理実習または献立紹介

【場　　所】 北竜町役場　すこやかセンター

【申込方法】役場住民課　介護予防係までお電話ください　（TEL：３４- ７０３１）

【申込期限】11月8日（金）　まで

今年は「高血圧症の予防」を中心に全4回、ヘルシー講座を開催します。全日程に

出席できなくても参加できますので、お気軽にお申し込みください！

■受けよう！　秋の住民健診

■令和６年度　ヘルシー講座のご案内

オンライン申込は
こちらから↓
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令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

６
月
25
日
（
火
）

■
調
査
事
項

・
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

７
月
30
日
（
火
）

■
調
査
事
項

・
ひ
ま
わ
り
油
の
状
況
に
つ
い
て

・
ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
花
状
況
及

び
運
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

９
月
４
日
（
水
）

■
調
査
事
項

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て○
寺
垣　

和
子　

氏
（
再
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

○
伊
藤　

隆
幸　

氏
（
新
）

○
北
竜
町
除
雪
セ
ン
タ
ー
改
築
１

期
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て○
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
重
度
心
身
障
害
者
及
び

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
５
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
）
の
歳
入

歳
出
決
算
認
定
と
令
和
５
年
度
北

竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
個

別
排
水
処
理
事
業
会
計
決
算
認
定

と
令
和
５
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
尾
﨑

圭
子
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

委
員
会
報
告

同
意

意
見
書
提
出

原
案
可
決

認
定

【
10
月
】

４
日
…
災
害
対
策
特
別
委
員
会
雨

竜
川
ダ
ム
現
地
調
査

11
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

15
～
18
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員

会
道
外
先
進
地
政
務
調
査

19
日
…
真
竜
小
学
校
学
習
発
表
会

21
日
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

24
～
25
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
２
回
総
会

30
日
～
11
月
１
日
…
市
町
村
議
会

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
佐
藤
議
員
・

寺
垣
議
員
）

【
11
月
】

７
～
８
日
…
監
査
委
員
・
補
助
職

員
研
修
会
（
監
査
委
員
）

10
～
12
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
道
外
行
財
政
制
度
政
務
調
査

13
～
14
日
…
第
68
回
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会

14
日
…
深
川
地
区
消
防
組
合
議
会

全
員
協
議
会
（
木
村
議
員
）

22
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）
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９
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
９
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

寺
垣
議
員

　

お
墓
の
管
理
や
遺
骨
の
引
き
取

り
手
が
困
難
な
事
例
が
増
加
し
て

い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
「
墓
終

い
」
を
す
る
方
が
増
え
る
傾
向
に

思
わ
れ
る
が
、
町
立
の
共
同
墓
の

設
置
の
予
定
が
あ
る
か
。

佐
々
木
町
長

　

近
年
、「
改
葬
」
や
「
墓
じ
ま
い
」

な
ど
が
増
え
て
き
て
い
る
。
当
町

で
も
墓
地
を
管
理
す
る
方
が
亡
く

な
ら
れ
た
時
に
は
、
墓
地
使
用
者

の
変
更
や
改
葬
手
続
き
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
共
同
墓
の
ニ
ー
ズ
に

つ
い
て
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
現
在
、
共
同
墓
の
需
要
が
顕

在
化
し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

共
同
墓
の
建
設
に
は
多
額
の
費

用
を
要
し
、
維
持
管
理
費
も
発
生

す
る
事
か
ら
現
時
点
で
の
共
同
墓

を
新
設
す
る
予
定
は
な
い
が
、
町

民
の
皆
様
の
ご
意
向
を
お
聞
き
し

な
が
ら
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

細
川
住
民
課
長

　

北
空
知
に
お
い
て
は
、
深
川
市

が
平
成
18
年
度
に
新
設
さ
れ
て
お

り
、
沼
田
町
に
つ
い
て
は
令
和
７

年
４
月
に
開
設
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
と
も
に
市
内
町
内
の
墓
に
ご

遺
骨
が
入
っ
て
い
る
方
が
対
象
で

あ
る
。
妹
背
牛
町
、
秩
父
別
町
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
整
備
を
す

る
予
定
は
な
い
。

寺
垣
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
墓
参
り
が

し
に
く
い
時
期
が
あ
っ
た
こ
と

寺
垣
議
員

 
北
竜
町
立
共
同
墓
設
置

 

の
可
能
性
に
つ
い
て

や
、
お
骨
を
埋
葬
す
る
方
法
の
選

択
肢
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
昨

今
の
「
墓
じ
ま
い
」
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

２
年
前
の
全
国
の
改
葬
事
例

で
、
北
海
道
が
１
２
，
２
４
３
件

と
一
番
多
く
、
現
在
で
は
更
に
増

加
し
て
い
る
も
の
と
予
想
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
営
の
共
同
墓
に
す
る
場
合
は

あ
く
ま
で
町
民
や
町
内
に
お
墓
が

あ
る
方
が
対
象
だ
と
思
う
が
、
意

識
の
変
化
に
と
も
な
い
「
改
葬
」

や
「
共
同
墓
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
て
み
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

　

お
墓
の
維
持
管
理
や
お
骨
の
継

承
に
つ
い
て
は
、
民
法
で
祭
祀
主

宰
者
に
指
定
さ
れ
た
者
が
先
祖
の

祭
祀
を
主
宰
す
べ
き
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
の
事
だ
が
、あ
く
ま
で
、

話
し
合
い
の
上
で
維
持
管
理
を
行

う
も
の
で
法
的
な
拘
束
力
が
あ
る

訳
で
は
な
く
、
故
人
の
遺
言
が
唯

一
、
法
的
拘
束
力
が
あ
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
他
に
自
然
葬
、
散
骨

と
言
う
選
択
肢
を
含
め
て
、
民
間

の
方
に
北
竜
町
の
霊
園
の
中
で
共

同
墓
を
設
置
し
て
も
ら
う
方
法
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。例
え
ば「
ひ

ま
わ
り
葬
」
と
言
う
よ
う
な
か
た

ち
で
、
町
内
外
か
ら
も
ご
遺
骨
を

受
け
入
れ
す
る
考
え
方
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

方
向
で
協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、

8
名
の
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
そ
れ

ぞ
れ
地
域
に
入
っ
て
頂
き
、
住
民

の
声
を
集
め
て
お
知
ら
せ
頂
く
こ

と
を
願
い
た
い
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
民
法
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
部
分
や
遺
言
が
優

先
す
る
事
も
承
知
し
て
い
る
。
ま

た
、
民
間
に
委
託
す
る
方
法
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
す
る
。

　

そ
の
中
で
「
ひ
ま
わ
り
葬
」
と

い
う
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
北
竜

町
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
風
景

と
歴
史
を
町
外
の
方
々
に
知
ら
せ

る
部
分
に
お
い
て
興
味
深
く
思
っ

て
い
る
。

林
議
員

　

現
在
、
防
災
行
政
無
線
が
活
用

さ
れ
町
民
の
皆
さ
ん
に
適
時
行
政

情
報
等
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
無
線
放
送
提
供
時
に
町
内
に

居
ら
ず
情
報
を
聞
く
こ
と
が
出
来

な
い
時
や
無
線
放
送
が
聞
き
取
れ

ず
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
事
が
あ
る

と
い
う
話
を
耳
に
し
て
い
る
。

　

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
を
活
用
す
れ

ば
聞
き
逃
し
た
情
報
を
文
字
デ
ー

タ
で
確
認
で
き
る
う
え
に
、
災
害

時
に
も
情
報
の
聞
き
逃
し
が
減
少

し
不
安
に
な
ら
ず
行
動
す
る
事
が

可
能
に
な
り
、
よ
り
一
層
の
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
と
考

え
る
。

　

北
竜
町
で
の
導
入
は
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
理
事
者
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

防
災
行
政
無
線
は
緊
急
時
の
情

報
伝
達
方
法
と
し
て
は
有
効
で
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
ご

林
議
員

 

町
民
に
対
す
る
行
政
情
報

 

の
提
供
方
法
に
つ
い
て
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指
摘
の
と
お
り
就
業
体
系
や
生
活

行
動
に
よ
り
聞
き
そ
び
れ
る
事
も

あ
り
、
日
々
細
か
な
情
報
伝
達
方

法
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
こ
と

も
認
識
し
て
い
る
。

　

来
年
度
予
定
し
て
い
る
戦
略
的

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お
い
て

も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

含
め
た
情
報
発
信
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の

活
用
も
含
め
必
要
な
情
報
が
適
時

発
信
出
来
る
体
制
構
築
を
今
後
検

討
す
る
。

澤
田
議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
」
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
そ
の

管
理
・
運
営
は
町
内
会
と
な
っ
て

い
る
。
ど
の
町
内
会
も
人
口
の
減

少
と
高
齢
化
で
管
理
・
運
営
面
で

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

和
や
碧
水
、
美
葉
牛
の
中
心
地

域
に
あ
る
公
民
館
、
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
等
は
、管
理
人
が
常
駐
し
、

地
域
の
コ
ミ
セ
ン
利
用
の
町
内
会

と
違
い
、
管
理
も
保
守
・
整
備
も

町
が
行
っ
て
お
り
、
費
用
負
担
の

面
で
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

尾
﨑
議
員

　

や
わ
ら
保
育
園
は
、
令
和
元
年

か
ら
現
在
の
場
所
へ
移
転
し
た
。

前
保
育
所
か
ら
認
可
外
の
保
育
園

と
し
て
受
け
継
ぎ
、施
設
の
整
備
・

職
員
の
増
員
確
保
等
の
国
の
定
め

る
基
準
に
縛
ら
れ
ず
に
、
保
育
・

教
育
を
目
指
す
保
育
園
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

 

し
か
し
、
保
護
者
か
ら
は
、
な

ぜ
認
可
保
育
園
に
し
な
い
の
か
の

質
問
や
希
望
も
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

認
可
保
育
園
移
行
へ
の
理
事
者

の
お
考
え
と
、
４
月
の
定
例
会
で

質
問
し
た
給
食
委
託
の
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き

た
い
。

佐
々
木
町
長

　

認
可
保
育
園
は
、
施
設
整
備
の

要
件
・
保
育
士
の
配
置
・
給
食
の

提
供
な
ど
様
々
な
設
置
基
準
が
あ

る
が
、
現
在
の
保
育
園
に
移
行
す

る
際
も
自
由
度
の
高
い
認
可
外
と

し
て
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
経
過

　

こ
の
際
、
町
内
全
て
の
地
区
コ

ミ
セ
ン
の
維
持
・
補
修
に
か
か
る

費
用
に
町
内
会
負
担
の
無
い
よ
う

取
り
計
ら
う
べ
き
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

佐
々
木
町
長

　

現
在
、
町
内
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
は
５
ヶ
所
あ
り
、
補

修
の
交
付
基
準
は
事
業
費
25
万
円

を
下
限
と
し
、
町
が
3/4
を
助
成
し

て
い
る
。

　

公
民
館
等
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
社
会

教
育
法
や
そ
れ
に
準
ず
る
法
令
に

よ
り
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
要
望
に
よ
り
自
主
的
活
動
の

が
あ
り
、
給
食
提
供
の
た
め
に
認

可
保
育
園
に
移
行
す
る
こ
と
は
考

え
て
は
い
な
い
。

　

現
在
、来
年
度
か
ら
始
ま
る「
第

３
期
北
竜
町
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
」
の
策
定
の
た
め
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
を
実
施
す
る
が
、
そ

れ
ら
の
結
果
を
運
営
に
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
保

護
者
や
保
育
園
の
意
見
を
十
分
踏

ま
え
、
認
可
外
で
あ
っ
て
も
よ
り

良
い
保
育
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
、
保
育
理
念
や
方
針
を
策
定
し

て
い
く
。

　

給
食
委
託
に
つ
い
て
は
、
給
食

数
と
経
費
の
面
な
ど
か
ら
折
り
合

い
が
付
か
な
か
っ
た
。
現
在
、
保

育
園
と
協
議
し
給
食
の
在
り
方
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
今
後
も

よ
り
良
い
保
育
環
境
を
提
供
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
の
で
ご
理

解
賜
り
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

移
転
の
際
は
、
さ
ま
ざ
ま
困
難

場
と
し
て
設
置
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
は
設
置
の
背

景
が
異
な
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き

た
い
。

　

町
内
会
の
戸
数
減
等
に
よ
り
、

修
繕
費
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
き
る
限

り
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
状
況
も

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
町
内

会
の
負
担
割
合
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
状
の
ま
ま
の
負
担
を
お
願

い
し
た
い
。

澤
田
議
員

　

コ
ミ
セ
ン
の
補
修
や
設
備
、
備

品
の
入
替
に
つ
い
て
は
、
各
町
内

会
で
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。

し
か
し
、
人
口
が
減
少
し
、
高
齢

化
に
よ
っ
て
若
い
人
達
の
負
担
が

重
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
屋
根
や

外
壁
な
ど
大
き
な
修
繕
に
つ
い
て

助
成
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
補

修
助
成
金
事
務
取
扱
に
よ
り
定
め

ら
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
の
負
担

を
考
え
る
と
早
急
に
考
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
内
会
の

合
併
に
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
そ

の
都
度
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

澤
田
議
員

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

 

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

 

北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園
の

 

認
可
保
育
園
移
行
と
給
食
委

 

託
進
捗
状
況
は
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木
村
議
員

　

鳥
獣
害
予
防
対
策
と
し
て
電
牧

柵
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
途
中
で
線
が
繋
が
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
等
管
理

が
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
見
受
け

ら
れ
る
。
予
算
を
増
額
し
て
管
理

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
理
事
者
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

シ
カ
用
電
牧
柵
の
設
置
に
つ
い

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
に
つ
い

て
、
ノ
ン
ノ
の
森
や
野
球
場
の
サ

ブ
グ
ラ
ン
ド
も
水
は
け
が
悪
い
の

で
排
水
対
策
を
行
い
、
樹
木
が
生

い
茂
る
森
と
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
し
て
は

ど
う
か
。

　

遊
覧
車
や
ひ
ま
わ
り
迷
路
な
ど

の
運
営
見
直
し
と
、
追
加
の
遊
覧

車
や
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
置

等
、
町
の
収
入
と
し
て
還
元
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

て
は
、
今
で
は
全
延
長
が
１
０
２

㎞
と
な
っ
て
い
る
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

自
ら
が
お
こ
な
い
電
牧
柵
の
上

げ
下
ろ
し
な
ど
は
共
通
取
組
活

動
と
し
て
農
地
・
水
活
動
組
織

か
ら
の
負
担
に
よ
り
事
業
運
営

を
し
て
い
る
が
、
平
成
24
年
よ

り
10
年
余
り
が
経
過
し
、
資
機

材
の
老
朽
及
び
交
換
等
作
業
に

か
か
る
日
数
の
増
加
、
並
び
に

昨
今
の
熊
出
没
に
よ
る
作
業
の

停
滞
な
ど
地
域
の
皆
様
に
は
ご

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
花
状
況
に

つ
い
て
、
満
開
の
期
間
が
短
く
、

今
後
料
金
を
も
ら
う
た
め
に
は
で

き
る
だ
け
長
い
開
花
期
間
が
保
て

る
品
種
を
植
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ひ
ま
わ
り
の
品
種

の
入
替
等
検
討
し
て
行
く
考
え
は

あ
る
か
。

　

ま
た
、
き
れ
い
な
ひ
ま
わ
り
を

咲
か
せ
る
た
め
に
は
圃
場
の
地
力

増
進
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は

有
機
物
と
し
て
の
緑
肥
の
す
き
込

み
と
一
部
必
要
な
と
こ
ろ
へ
の
堆

の
中
で
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
推
測

す
る
。
ま
た
当
時
の
保
護
者
の
周

囲
か
ら
「
お
弁
当
く
ら
い
親
が
作

る
も
の
だ
」
と
の
背
景
が
あ
っ
た

か
と
思
う
が
、
今
は
給
食
の
な
い

保
育
園
は
北
竜
町
の
弱
み
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

保
護
者
の
声
と
、
こ
れ
か
ら
の

大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
育
つ
食
を

中
心
の
環
境
を
守
り
整
え
る
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
て
、「
ど
こ
に

訴
え
て
も
何
を
言
っ
て
も
無
駄
だ

よ
」
と
の
声
を
聞
か
な
く
て
い
い

よ
う
に
、
ま
た
子
ど
も
子
育
て
支

援
に
も
佐
々
木
町
長
の
お
考
え
に

期
待
す
る
。

佐
々
木
町
長

　

給
食
に
つ
い
て
は
諦
め
て
は
い

な
い
。
粘
り
強
く
前
向
き
に
進
め

て
い
く
。

不
便
を
お
掛
け
し
て
い
る
。

　

農
地
の
移
動
等
に
よ
る
耕
作

者
の
変
更
や
通
い
作
増
加
等
に

よ
り
、
管
理
主
体
や
方
法
が
曖

昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
改
め
て
農
業
者
及
び
各

農
業
関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
、

電
牧
柵
設
置
に
か
か
る
有
利
な

補
助
事
業
が
あ
れ
ば
活
用
し
て

参
り
た
い
。

木
村
議
員

　

町
の
予
算
が
限
定
さ
れ
て
い
る

中
で
、
道
と
国
に
対
し
て
地
方
の

実
情
に
応
じ
て
対
応
出
来
る
予
算

の
増
額
を
是
非
お
願
い
し
て
頂
き

た
い
。

佐
々
木
町
長

　

運
営
規
則
の
見
直
し
を
農
業
者

と
各
農
業
関
係
団
体
と
充
分
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

肥
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
有
機
物
と
し
て
の
成
分
が
数

倍
多
い
「
ロ
シ
ア
」
を
使
用
す
る

と
良
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
町
民
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
も
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
建
物
だ
け
で
は

な
く
ノ
ン
ノ
の
森
等
の
周
辺
整

備
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
の
運
営
な
ど
全
体
計
画
と

し
て
今
後
と
も
皆
様
と
協
議
し
て

参
り
た
い
。

　

品
種
に
つ
い
て
、
現
在
は
草
丈

が
１
～
１
・
５
ｍ
程
度
で
倒
伏
に

強
く
密
植
に
も
適
し
て
お
り
、
近

い
位
置
で
撮
影
で
き
る
こ
と
か
ら

大
変
好
評
を
得
て
い
る
。
ホ
ク
レ

ン
、
種
苗
会
社
な
ど
に
も
問
い
合

わ
せ
し
、
よ
り
よ
い
品
種
の
検
討

や
適
正
な
播
種
時
期
な
ど
調
整
し

て
参
り
た
い
。

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
及
び
そ
の
周
辺

整
備
計
画
の
全
体
像
を
決
め
て
、

年
次
計
画
を
立
て
優
先
順
位
を
決

め
な
が
ら
進
め
て
行
く
べ
き
だ
と

考
え
る
。

佐
々
木
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
計
画
と

木
村
議
員

 

鳥
獣
害
被
害
と

 

そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て

木
村
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備

 

計
画
と
運
営
に
つ
い
て
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そ
の
全
体
像
、
そ
し
て
進
め
る
に

当
た
っ
て
の
優
先
順
位
は
当
然
必

要
な
事
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
期
間
中
、

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。

　

渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
観

光
セ
ン
タ
ー
の
新
設
・
移
転
を
念

頭
に
置
い
て
、
現
在
の
ひ
ま
わ
り

の
里
入
り
口
か
ら
町
営
野
球
場
の

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
裏
を
通

り
、
世
界
の
ひ
ま
わ
り
圃
場
一
部

を
通
過
し
ノ
ン
ノ
の
森
を
抜
け
、

中
学
校
体
育
館
の
横
を
通
り
国
道

へ
と
つ
な
げ
る
道
路
の
新
設
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
札
幌
方
面
か
ら
の
渋
滞

を
緩
和
す
る
た
め
に
、
墓
地
線
に

つ
い
て
は
駐
車
場
へ
の
入
り
口
と

し
て
の
補
完
路
線
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
渋
滞

対
策
で
は
、
場
内
の
出
入
箇
所
や

沖
野
議
員

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
に
は
た
く
さ

ん
の
観
光
客
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
。
た
だ
、
最
盛
期
に
は
渋
滞
が

あ
り
、
碧
水
方
向
か
ら
の
右
折
車

が
か
な
り
の
時
間
入
場
で
き
な
い

と
聞
い
て
い
る
。解
決
策
と
し
て
、

元
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
の
一
部

を
右
折
車
入
口
に
整
備
で
き
な
い

か
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
駐
車
料
金

を
徴
収
す
る
考
え
と
の
こ
と
だ

が
、
果
た
し
て
混
雑
時
に
対
応
出

来
る
か
不
安
を
感
じ
る
。
入
場
料

の
徴
収
を
含
め
再
度
検
討
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

駐
車
場
へ
の
ル
ー
ト
が
複
数
あ
る

た
め
、
入
庫
・
出
庫
の
管
理
が
錯

綜
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
駐
車
場

内
の
導
線
整
理
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
令
和
５
年
度
は
大
き
な

渋
滞
も
な
く
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
が

終
了
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
よ
り
２
割
程
度
、

来
訪
者
も
増
加
し
た
が
、
国
道
の

渋
滞
予
測
情
報
掲
示
や
ト
ラ
ッ
ク

協
会
等
へ
の
迂
回
路
の
周
知
に
よ

り
運
送
事
業
者
の
車
両
が
少
な
く

な
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

今
年
は
場
内
の
警
備
員
を
増
員
し

ス
ム
ー
ズ
な
誘
導
対
策
を
し
た
。

　

な
お
、
墓
地
線
の
進
入
路
活
用

に
つ
い
て
は
、
バ
ス
や
ト
レ
ー
ラ

付
車
両
等
の
大
型
車
の
進
入
の
安

全
性
確
保
を
含
め
検
討
す
る
。
更

な
る
緩
和
対
策
に
つ
い
て
は
、
道

路
や
駐
車
場
整
備
な
ど
を
検
討
す

佐
々
木
町
長

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
の
進
入
口
増

設
に
つ
い
て
は
、
安
全
面
確
保
等

を
ふ
ま
え
検
討
し
て
い
く
。
今
年

度
の
反
省
も
踏
ま
え
、
ま
ず
は
出

入
口
へ
の
警
備
員
の
配
置
増
強
等

に
よ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
動
線
確
保
、

誘
導
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
し

て
い
く
。

　

駐
車
料
金
徴
収
へ
の
検
討
に
つ

い
て
は
、
ひ
ま
わ
り
の
里
で
は
柵

や
田
園
エ
リ
ア
と
の
区
分
け
を
行

な
っ
て
お
ら
ず
、
田
園
に
黄
色
い

ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
い
つ
で
も
自
由
に
出
入
り

で
き
る
、
お
お
ら
か
な
開
放
感
が

ひ
ま
わ
り
の
里
の
魅
力
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
入
場
料
徴
収

を
お
こ
な
う
に
は
、
人
の
出
入
り

を
制
限
で
き
る
設
備
や
対
策
に
よ

り
公
平
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
点
、
駐
車
料
金
徴

収
で
は
一
定
の
場
所
を
指
定
す
る

こ
と
に
よ
り
公
平
性
が
担
保
で
き

る
こ
と
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

第
一
段
階
と
し
て
検
討
を
始
め

た
の
で
、
実
際
の
徴
収
ま
で
に
は

方
法
や
徴
収
に
あ
た
る
者
の
選
定

な
ど
更
な
る
協
議
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
の
調
査
で
も
入
場
料
徴

収
と
も
比
較
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

沖
野
議
員

　

混
雑
時
を
予
測
し
て
の
誘
導
の

方
法
を
話
し
あ
う
こ
と
が
大
事
。

ま
た
、
駐
車
料
金
徴
収
に
は
反
対

で
は
な
い
が
混
雑
時
に
更
な
る
渋

滞
が
発
生
し
な
い
か
が
不
安
だ
。

奥
田
副
町
長

　

元
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
整
備

時
に
出
入
口
も
検
討
し
た
が
、
現

出
入
口
と
接
近
し
て
お
り
右
直
事

故
の
危
険
性
が
あ
り
、
あ
え
て
入

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

沖
野
議
員

　

観
光
客
か
ら
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ

る
こ
と
と
な
る
が
、
今
後
の
増
加

率
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
踏
ま
え
、
有
益
性
が
高

い
経
路
に
つ
い
て
関
係
者
皆
様
と

検
討
し
て
い
く
。

木
村
議
員

　

入
り
口
で
の
駐
車
場
へ
の
誘
導

を
１
か
所
か
ら
順
次
つ
め
て
い
く

や
り
方
だ
け
で
な
く
、
２
か
所
、

３
か
所
へ
と
誘
導
し
て
行
け
ば
渋

滞
を
緩
和
出
来
る
の
で
は
と
思
う
。

木
村
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
渋
滞
緩
和

 
に
つ
い
て

沖
野
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
渋
滞
緩
和

 

対
策
と
料
金
徴
収
に
つ
い
て
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ー
ジ
を
持
た
せ
な
い
た
め
に
も
工

夫
は
必
要
な
の
で
、
今
後
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

料
金
徴
収
の
議
論
は
平
成
９
年

の
入
込
数
19
万
人
で
観
光
セ
ン
タ

ー
が
出
来
た
と
き
に
初
め
て
議
論

さ
れ
た
。
当
時
は
ま
だ
ひ
ま
わ
り

の
里
の
今
後
の
見
通
し
が
見
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
料
金
徴
収
す

る
時
期
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

平
成
22
年
の
展
望
台
建
設
の
と

き
に
再
度
検
討
さ
れ
た
が
、
当
時

25
万
人
の
入
込
数
が
14
万
人
に
な

り
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
見
送
ら

れ
た
。
そ
の
後
は
観
光
協
会
な
ど

で
検
討
は
さ
れ
て
い
た
が
実
施
に

は
い
た
っ
て
い
な
い
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
運
営
費
に
は

毎
年
３
，
０
０
０
万
円
ほ
ど
か
か

る
。
町
の
状
況
を
み
て
料
金
徴
収

を
判
断
し
た
の
で
今
後
も
協
議
し

て
い
き
た
い
。

佐
藤
議
員

　

先
ほ
ど
の
木
村
・
沖
野
両
議
員

へ
の
答
弁
で
考
え
は
確
認
し
た

が
、
施
設
整
備
に
関
し
て
は
行
政

と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
財
政
負
担
が
生
じ
る
。
ひ
ま
わ

り
を
植
え
て
開
花
さ
せ
観
光
客
に

見
て
頂
く
ま
で
の
３
，
０
０
０
万

円
と
い
う
経
費
は
、
観
光
客
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
負
担
い
た
だ
い
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

駐
車
料
金
と
入
場
料
金
を
比
較

し
て
、
入
場
料
金
の
方
が
良
い
の

は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
経

過
で
料
金
徴
収
に
踏
み
切
れ
な
い

部
分
も
あ
っ
た
。
今
回
の
料
金
徴

収
す
る
べ
き
と
の
ご
意
見
は
大
変

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
る
。
し
っ

か
り
と
協
議
し
案
を
出
し
た
い
。

佐
藤
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
駐
車
料
金
・

 

入
場
料
の
検
討
に
つ
い
て

令和６年第３回定例会（会期：９月１１日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 沖野 林 寺垣佐藤木村澤田尾﨑中村

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町除雪センター改築１期工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する
条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計補正
予算（第１号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数 質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件 －

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表
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決算審査特別委員会　　（９月１１日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 沖野 林 寺垣佐藤木村澤田尾﨑中村

令和５年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

決算審査特別委員会における質疑の件数 質疑
０件

質疑
０件

質疑
５件 － 質疑

１件
質疑
14件 － 質疑

９件

決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

■ふるさと納税の取り組みについて
　令和５年度の「ふるさと応援寄附金」は、約
４億４千万円であり、その返礼品の中心が「ひ
まわりライス」となっている。
　ひまわりの里の観光と合わせて、北竜町農業
にとっても大きな経済効果を発揮しており、更
なる取り組みの強化を期待するところである。
　ひまわりライスの供給元はＪＡきたそらち北
竜支所であり、町、ＪＡきたそらち及び北竜支
所、生産者にとってともに経済効果の高い取り
組みであり、今後、ふるさと応援寄附金の目標
設定と目標達成のため、ＪＡきたそらち及び北
竜支所と十分協議し取り組まれたい。

　道東ユーザー訪問に７月同行した。お米がないことに
ついてお詫びの訪問となった。
　状況を理解はしてくれたが、十数年帯広で消費してい
る実績があるし毎年更に消費を増やそうとしているのに
米がないとは何事かとお叱りを受けた。
　ふるさと納税の最大値は６億円であり、それを超える
目標設定をしていきたいと思います。
　担当者も頑張ってくれています。ひまわりライスの魅
力向上対策を委託業者にやってもらっているところで、
募集の写真などの変更も行っている中での米不足となっ
てしまった。目標をこちらからＪＡに申し伝える。
　目標値以上に増えたときにどのくらい手配してくれる
か、余剰範囲も含めて伝える。

　

北
竜
町
も
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
多
々
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
で
は
な
い
が
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
お
い
て
、
71
万

人
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
の
モ
ト
ブ

ロ
ガ
ー
が
初
来
道
し
、「
ひ
ま
わ

り
の
里
」
か
ら
旅
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
状
況
か
ら
し
て

８
月
第
２
週
で
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ひ
ま
わ
り
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、
ひ
ま
わ
り

ロ
ー
ド
を
Ｙ
Ｚ
Ｆ
（
バ
イ
ク
）

で
走
り
、「
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
へ

き
す
い
」
で
ザ
ン
ギ
焼
き
そ
ば

と
リ
ボ
ン
ナ
ポ
リ
ン
を
味
わ
い
、

国
道
２
３
３
号
線
を
走
り
、
ひ

ま
わ
り
イ
ン
タ
ー
か
ら
北
上
し

て
行
っ
た
。

　

10
月
上
旬
現
在
、
44
万
回
再

生
さ
れ
１
万
件
の
「
い
い
ね
」、

６
０
０
件
余
り
コ
メ
ン
ト
さ
れ

て
い
る
。
33
分
間
中
の
約
３
分

間
で
あ
る
が
Ｐ
Ｒ
効
果
と
し
て

は
最
高
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
あ

り
が
た
い
。

　

北
竜
町
ポ
ー
タ
ル
に
お
い
て

も
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
活
用

し
て
発
信
し
て
い
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
登
録
者
数
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
北

竜
町
の
情
報
発
信
と
し
て
は
十

分
機
能
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

一
部
の
議
会
に
お
い
て
本
会

議
等
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配

信
し
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の

効
果
が
あ
る
か
は
不
透
明
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
炎
上
気
味

の
議
会
は
爆
発
的
な
再
生
が
さ

れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

議
場
の
音
響
施
設
の
更
新
時
に

お
い
て
、
配
信
す
る
か
否
か
協

議
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

何
れ
に
し
て
も
発
信
し
て
し
ま

っ
た
も
の
は
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
内
容
や
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 　
　
　
　
　
　
（
中
村 

尚
一
）
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一
つ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
か
ら
採
る
事
。
箱

に
詰
め
る
時
も
同
じ
サ
イ
ズ
や
見
た
目
な

ど
色
々
気
に
す
る
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
な

と
思
い
ま
し
た
。

【
水
稲
】

　

種
ま
き
と
田
植
え
を
学
び
ま
し
た
。
思

っ
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
と
機
械
化
が
進
ん
で

い
た
事
で
す
。
田
植
機
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
付
い

て
た
り
、
ド
ロ
ー
ン
や
除
草
剤
を
ま
く
ボ

ー
ト
な
ど
な
ど
。

【
お
花
】

　

収
穫
と
選
果
。
選
果
は
色
々
な
決
ま
り

ご
と
が
多
く
理
解
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。
食
べ
物
と
違
っ
て
、
花
は
咲
か
せ
れ

ば
商
品
に
な
る
で
し
ょ
？
と
い
う
安
易
な

考
え
で
し
た
が
、
花
屋
に
並
ぶ
ま
で
の
課

程
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
種
類
を
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ど
れ
も
大
変
で
し
た
が
、
研

修
先
の
方
々
に
優
し
く
し
て
も
ら
い
色
々

教
え
て
下
さ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

同
じ
作
物
で
も
人
や
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
や
り
方
や
作
り
方
に
工
夫
が
あ
っ
て

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

農
家
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
も
話
し
て
下
さ
り
、
今
後
ど
う
向
き

合
う
か
自
分
の
中
で
課
題
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
実
習
生
感
想
文

農
業
実
習
生
感
想
文

　
浜
頓
別
町
出
身
の
伊
藤
綾
乃
さ
ん
が
農
業
体

験
実
習
生
と
し
て
来
町
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら

８
月
ま
で
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
入
農
家
の
皆
様
が
北
竜
町
農
業
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
丁
寧
に
指
導
さ
れ
、
充
実
し

た
農
業
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
実
習
を
終
え
ら

れ
た
伊
藤
さ
ん
の
感
想
文
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

伊
藤 

綾
乃

■
農
業
体
験
実
習
を
終
え
て

　

私
は
自
分
一
人
で
も
食
べ
て
い
く
こ
と

が
出
来
る
職
業
で
は
？
と
い
う
単
純
な
思

い
で
農
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

札
幌
で
行
わ
れ
て
い
た
新
規
就
農
フ
ェ

ア
へ
足
を
運
び
、
北
竜
町
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
一
泊
で
訪
問
体
験
に
。母
の
実
家
、

新
潟
の
風
景
に
似
て
お
り
一
瞬
で
気
に
入

り
ま
し
た
。
ま
た
町
の
方
々
が
と
て
も
明
る

く
元
気
な
方
が
多
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
体
験
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
す
い

か
、
メ
ロ
ン
、
水
稲
、
お
花
で
す
。

　

実
は
学
生
時
代
に
農
業
用
品
を
扱
う
お

店
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
道
具
な

ど
の
知
識
は
あ
っ
た
が
実
際
に
使
用
す
る

の
が
初
め
て
で
、「
こ
う
や
っ
て
使
う
の

か
！
お
も
し
ろ
い
！
」
と
何
も
か
も
が
新

鮮
で
楽
し
み
な
が
ら
作
業
出
来
ま
し
た
。

【
す
い
か
】

　

定
植
か
ら
剪
定
、
収
穫
と
一
連
の
流
れ

を
学
び
ま
し
た
。
暑
い
中
ハ
ウ
ス
作
業
は

つ
ら
か
っ
た
で
す
が
、
収
穫
し
た
も
の
が

店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
時
は

感
動
し
ま
し
た
。

【
メ
ロ
ン
】

　

す
い
か
を
経
験
し
た
後
だ
っ
た
の
で
、

作
物
に
よ
っ
て
は
植
え
方
や
収
穫
の
仕

方
が
ず
い
ぶ
ん
違
う
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
驚
い
た
の
が
収
穫
を
す
る
際
、
一
つ

お気軽に町長室にお立ち寄りください。

公務や事務打ち合わせなどの予定が入る場合もありますので、

事前に電話をいただければ幸いです。

■役場総務課　℡：３４－７０２８

 その その 声声をまちづくりにをまちづくりに 活活かします！かします！皆様へ！ お話がしたいです
皆様へ！ お話がしたいです
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北竜中学生が職業体験北竜中学生が職業体験
【訪問学習】【訪問学習】

　９月２７日、私は役場でカメラ取材の体験や広報原稿作成体験、防災無線体験を行

いました。カメラ取材では同級生が仕事をしているところを写しに行きました。

　最初、カメラで撮る時に実際に作業をしながら人を写すのがとても難しかったです。

　最初の方は上手くカメラで撮ることが難しかったけど、最後の方になると人も仕事

をしているところもバランス良く撮ることができたのでよかったです。

　広報原稿作成体験では、読む人にどうすれば読みやすくなるかを考えながら書くの

が難しかったです。防災無線体験では、聞く人がどうすれば聞きやすいかに注意して

話すことができました。

　今回の職業体験で私は普段出来ないことを見ることができました。この体験をこれ

からの活動に活かしていきたいです。

　９月２７日、私は役場広報にて取材体験をさせていただき、同級生たちの職場体験

の様子をカメラで撮影しました。私は写真を撮ることにあまり慣れていなかったため、

不安もありましたが、皆が一生懸命頑張っている姿を収めることができ、達成感が得

られました。

　全体を通して、とても楽しかったです。なにより写真を撮ることが好きになりました。

　次に防災無線の録音体験をさせていただきました。マイクに向かって、はっきりと

声が入るように話すのは難しかったです。

　他には原稿を作成させていただきました。自分の伝えたいことを整理して、文を書

くことは難しかったですが、将来に役立つ良い経験となりました。

　最後に、今回の体験を通して私は、役場広報の仕事の一部を学ぶことができました。

新しい事に挑戦する機会を与えてくださり、本当にありがとうございました。とても

楽しかったです。

川田 瑠奈川田 瑠奈

堀見 姫菜堀見 姫菜

　地域の産業を深く理解し、将来に向けて望ましい勤労観を養うことを目的

に、町内８箇所の事業所にて北竜中学校３年生の職業体験が行われました。

　今回は、役場を体験先に選んだ川田瑠奈さんと堀見姫菜さんが広報の仕事

を体験し、同級生の体験先の消防署、図書館、ココワ、セイコーマート、保育園、

北竜温泉、みのりっちを取材しましたので、その様子と原稿を掲載します。
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

11
月
19
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

11/3
 （日）

深川市立病院
(担当医・納内診療所 所長 己斐幹生）

℡ 22-1101

アヒコ歯科医院
℡ 0125-24-8711

11/4
 （月）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

11/10
 （日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科クリニック
 院長 三木田光）

℡ 22-1101

木村きよし歯科
℡ 23-3886

11/17
 （日）

深川市立病院
(担当医・町立沼田厚生クリニック
 院長 鳥本勝司）

℡ 22-1101

杉村歯科医院
℡ 0125-24-1354

11/23
 （土）

深川市立病院
℡ 22-1101

11/24
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

はぎわら歯科クリニック
℡ 0124-22-5858

12/1
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

啓南歯科医院
℡ 0125-24-1020

休 日 当 番 医

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
11
・
12
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
11
月
20
日
（
水
）

※
申
し
込
み
期
限
11
月
15
日（
金
）

■
12
月
20
日
（
金
）

※
申
し
込
み
期
限
12
月
17
日（
火
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

10
分
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
来
町
し
、
採
血

業
務
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

多
数
の
方
に
、
献
血
に
ご
協
力
頂

け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
50
分
～
16
時
30
分

【
場
所
】　

役
場
前

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
解
体
、

所
有
者
の
変
更
は
税
務
係
へ

　

家
屋(
車
庫
・
倉
庫
等)

の
固
定

資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
に
存
在

す
る
も
の
で
、
そ
の
所
有
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
は
、
役
場
総
務
課
税

務
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
時

■
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

■
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
時

　

一
部
ま
た
は
全
部
の
取
り
壊
し

を
し
た
場
合
や
年
内
に
取
り
壊
す

予
定
が
あ
る
方
は
、
来
年
度
か
ら

そ
の
解
体
部
分
は
課
税
の
対
象
か

ら
除
か
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
課
税
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

北竜町地域子育て支援センター

℡３４ー８８０２

○日時　11月20日(水）

        10:00～11:30

　場所　子育て支援センター

　内容　楽しい室内遊び

ピカピカキッズ
○日時　11月8日(金）

        10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　保健師講話／おやつ試食

（対象：１歳児～）

ちびっこひろば
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令
和
６
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

通
年

【
試
験
期
日
】

　

12
月
15
日
（
日
）・
16
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

加
藤
宰
・
松
本
浩
章
・

　

寺
垣
信
晃

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
11
月
18
日
（
月
）
～

　
　
　
　

11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

　
　
　

【
場
所
】　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

住
民
課
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が

大
き
く
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化

学
物
質
の
中
に
は
、
危
険
性
や
有

害
性
を
持
つ
物
質
が
多
く
あ
る
た

め
労
働
者
が
安
全
に
働
け
る
よ
う

に
化
学
物
質
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の

改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
職
場
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大

き
く
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理

無
料
相
談
窓
口

℡
０
５
０
‐
５
５
７
７
‐
４
８
６
２

特
別
徴
収
に
よ
る

　
　
　
　
納
入
に
つ
い
て

　

「
特
別
徴
収
」
は
、
給
与
の
支

払
者
で
あ
る
事
業
主
が
、
従
業
員

に
毎
月
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
額
を
差
し
引
い
て
市
町
村
に
納

入
す
る
制
度
で
す
。

　

年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
支
払

う
た
め
、
普
通
徴
収
（
７
月
・
11

12
月
２
日
は

個
人
事
業
税
第
２
期
納
期
限

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
付

書
は
、
８
月
に
第
１
期
分
と
併
せ

て
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確

か
め
の
上
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

税
・
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
１
枚
の
金

額
が
30
万
円
以
上
の
も
の
を
除

く
）・
深
川
道
税
事
務
所
で
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
が
手
元
に
無
い
場
合
は
、

深
川
道
税
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

空
知
総
合
振
興
局

　

深
川
道
税
事
務
所

　

℡
２
３
‐
３
５
７
８

月
の
年
２
回
）
よ
り
も
１
回
あ
た

り
の
負
担
が
少
な
く
な
り
、
従
業

員
一
人
ひ
と
り
が
金
融
機
関
等
へ

納
税
に
出
向
く
手
間
も
省
け
、
納

め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
別
徴
収
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
課
税
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

歯
～
と
ふ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
開
催

　

お
子
様
を
対
象
に
歯
・
口
の
健

康
に
関
す
る
お
話
会
と
本
の
掲
示
、

ま
た
お
話
会
で
は
ク
イ
ズ
を
行
い
、

参
加
者
に
は
も
れ
な
く
デ
ン
タ
ル

グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
開
催
日
】
11
月
９
日
（
土
）

【
時
間
】
13
時
20
分
開
始

　
　
　

（
受
付
時
間
は
13
時
～
）

【
会
場
】
ホ
テ
ル
三
浦
華
園
１
階

　
　
　

 

オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

【
住
所
】
滝
川
市
花
月
町

　
　
　

 

１
丁
目
２
‐
26

【
参
加
費
】
無
料

参
加
希
望
の
方
は
開
始
時
間
ま
で

に
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
を
確
認
し
た
い
方

は
空
知
歯
科
医
師
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

空
知
歯
科
医
師
会
事
務
局

℡
０
１
２
５
‐
２
２
‐
４
５
３
９

　
　
　
　
　

（
平
日
13
時
～
17
時
）

e
-
m
a
i
l
:
s
o
r
a
c
h
i
.d

e
n
t
a
l
.

a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
@
g
m
a
i
l
.c

o
m
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犯
罪
被
害
者
等
支
援
の

た
め
の
相
談
窓
口
一
覧

煙
な
き
村
に
住
み
慣
れ
天
高
し
　 
　 
　
　
　
山
本
玲
子

句
碑
の
風
つ
な
ぐ
イ
チ
イ
の
森
さ
や
か
　
　
　
山
岸
正
俊

暗
渠
ほ
る
重
機
の
音
も
秋
の
暮
　
　
　    
　
阿
部
れ
い
子

駄
馬
名
馬
こ
い
こ
い
こ
い
よ
大
刈
田
　
　
　
　
吉
尾
広
子

二
房
の
葡
萄
携
え
友
見
舞
う
　
　
　  

　
　
　
山
下
好
晴

流
れ
ゆ
く
雲
の
速
さ
や
九
月
尽
　
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

友
逝
き
て
悔
し
さ
胸
に
秋
の
通
夜
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　

℡
２
３
‐
２
７
３
２

　

FAX
２
３
‐
２
７
１
２

■
深
川
市
高
齢
者
支
援
課

　

相
談
サ
ー
ビ
ス
係

　

℡
２
６
‐
２
６
０
６

　

FAX
２
２
‐
８
１
３
４

■
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番

 

℡ 

＃
８
１
０
３（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

■
少
年
相
談
１
１
０
番

 

℡
０
１
２
０
‐
６
７
７
‐
１
１
０

■
暴
力
団
相
談
電
話

 

℡
０
１
１
‐
２
２
２
‐
０
２
０
０

■
道
警
各
種
相
談
セ
ン
タ
ー

 

℡ 

＃
９
１
１
０

在
宅
医
療
・
介
護
を
考
え
る

住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

北
空
知
１
市
４
町
で
共
同
設
置

し
て
い
る
北
空
知
地
域
医
療
介
護

確
保
推
進
協
議
会
で
は
、
在
宅
医

療
・
介
護
を
考
え
る
北
空
知
地
域

住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
深
川
市
で
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

11
月
10
日
（
日
）

　

10
時
～
12
時（
受
付
9
時
30
分
）

【
場
所
】

　

深
川
市
経
済
セ
ン
タ
ー
３
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

（
深
川
市
１
条
９
番
19
号
）

【
対
象
】

　

北
空
知
地
域
在
住
の
住
民
、
在

宅
医
療
・
介
護
に
携
わ
る
支
援
関

係
者
な
ど

【
参
加
費
】　

無
料

【
申
し
込
み
期
限
】

　

11
月
５
日
（
火
）
ま
で  

　

（
当
日
の
直
接
の
参
加
も
可
能
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

■
北
空
知
地
域
医
療
介
護
連
携
支

援
セ
ン
タ
ー

(

深
川
市
立
病
院
地
域
連
携
室
内)

相続登記の義務化が始まりました！
　これまで不動産の所有者（名義人）が亡くなり、相続が発生しても直ちに相続登記がされない要

因として、相続登記の申請が任意であることや申請をしなくとも不利益を被ることが少ないことな

どが指摘されており、所有者不明土地発生の原因となっていました。

　そこで、所有者不明土地の発生予防の観点から、不動産登記法が改正され、本年４月１日から相

続登記が義務化されることとなりました。

　これにより相続人は、所有権を取得したことを知った日から３年以内（遺産分割協議の場合は、

話合いがまとまった日から３年以内）に相続登記申請をしなければならないこととなりました（既

に発生している相続も対象となり、その場合は、令和６年４月１日から３年間が履行期間となります）。

　この機会に不動産の所有者を確認していただき、相続登記がお済みでない場合は、早めに手続を

お願いします。

【問い合わせ先】　旭川地方法務局登記部門
℡：０１６６－３８－１１４６（平日 ９時～１７時）（年末年始・祝日を除く）
（ホームページ）https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00343.html
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北竜町の事件・事故の発生状況（９月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2024年 ０ ０ ０ １ ０ １

2023年 ０ ０ １ ０ １ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2024年 １ 2024年 29

2023年 ２ 2023年 52

●リサイクル市開催のお知らせ●

■主なリサイクル品

　タンス・食器棚・整理棚・椅子・ソファ・テーブル・机・その他家具

■対 象 者

　北竜町、深川市、妹背牛町、秩父別町、沼田町にお住まいの方

■販売価格

　３００円～ に設定

■抽選申込

　日時：令和６年１１月６日（水）～１１月１２日（火）／ 午前９時～午後４時

　場所：北空知衛生センター

　※申し込みの際に本人確認のため、免許証や保険証を提示していただきます。

■抽　　選

　令和６年１１月１３日（水）　午前１０時３０分

■通　　知

　抽選後、購入者決定文書を令和６年１１月１９日（火）以降に別途郵送します。

■引き渡し日と代金の支払い

　令和６年１１月２４日（日）午前９時～正午まで引き渡し日に代金を支払い、各自で搬出して

　ください。引き渡し日に受け取りできない方は北空知衛生センター（℡：２３－３５８４）に

　ご相談ください。

■そ の 他

　混雑する場合は入場制限を行います。

■問い合わせ先

　北空知衛生センター　℡：２３－３５８４

　リサイクル市では、「粗大ごみ」や「燃えないごみ」として搬入され

た「ソファ」や「タンス」などの家具や日用品の中から、再利用可能

なものを簡易修繕清掃し、リサイクル品として抽選販売しています。

　ご希望の品物がありましたら会場にてご確認の上、お申込みください。

リサイクル品の抽選販売リサイクル品の抽選販売
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中学生短期語学留学助成事業参加報告中学生短期語学留学助成事業参加報告

　

私
は
、
８
月
６
日
か
ら
15
日
ま

で
の
10
日
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

短
期
語
学
留
学
に
行
き
ま
し
た
。

留
学
に
行
く
た
め
に
は
英
検
に
合

格
し
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
勉

強
を
し
て
無
事
に
合
格
し
、
留
学

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
生
初
の
海
外
で
、
い
ろ
い
ろ

心
配
は
あ
り
ま
し
た
が
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
と
て
も
優
し
く
、
と

て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

平
日
の
午
前
中
は
勉
強
を
し
、

午
後
か
ら
観
光
を
す
る
、
休
日
は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
自
由
に

過
ご
す
と
い
う
日
程
で
過
ご
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
平
日
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学

に
通
い
英
語
の
勉
強
を
し
ま
し

た
。
み
ん
な
基
本
英
語
で
会
話
す

る
の
で
自
分
も
自
然
と
英
語
が
身

に
付
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
し
て
1
日
だ
け
現
地
の
高
校

に
行
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
と
違

い
お
昼
前
に
お
や
つ
を
食
べ
る
時

間
が
あ
り
、
驚
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
観
光
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。
動
物
園
に
行
き
、
北

海
道
で
は
絶
対
に
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
コ
ア
ラ
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
街
中
を
歩
い
た
り
、
博

物
館
に
行
っ
た
り
、
現
地
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て
沢
山
買

い
物
を
し
た
り
、
現
地
の
路
面
電

車
ｔ
ｒ
ａ
ｍ
に
乗
っ
た
り
し
て
平

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

休
日
は
自
分
達
の
し
た
い
こ
と

を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
叶
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

現
地
の
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
み

た
り
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
行
っ
て
み
た
り
、
砂
浜
で
サ

ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
空
を
飛
ぶ
体

験
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
1
枚
４
０
０
円

も
し
た
り
と
物
価
が
と
て
も
高
か

っ
た
で
す
。

　北竜町では、中学２年生までに英語検定３級以上を取得した中学生に対し、北竜町中学生短期語学　北竜町では、中学２年生までに英語検定３級以上を取得した中学生に対し、北竜町中学生短期語学

留学助成事業を行っています。今年度は中学３年生５名が、８月６日から15日の10日間、オーストラ留学助成事業を行っています。今年度は中学３年生５名が、８月６日から15日の10日間、オーストラ

リアのメルボルンへ留学しました。留学を終えた５名より感想文をいただきましたのでご紹介します。リアのメルボルンへ留学しました。留学を終えた５名より感想文をいただきましたのでご紹介します。

（写真左から川本ひかりさん、堀見姫菜さん、大井咲刀さん、川田航平さん、林俊吾さん）（写真左から川本ひかりさん、堀見姫菜さん、大井咲刀さん、川田航平さん、林俊吾さん）

『
新
た
な
世
界
へ
の
と
び
ら
』

『
新
た
な
世
界
へ
の
と
び
ら
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   

   

大
井
大
井  

咲
刀
咲
刀
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で
も
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

で
タ
ピ
オ
カ
を
１
つ
買
っ
た
ら
２

つ
付
い
て
き
た
の
は
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。

　

最
終
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
折
り
紙
を
折
っ
て
過
ご
し
ま
し

た
。
紙
飛
行
機
に
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
も
う
明
日
に
は
別

れ
る
と
考
え
る
と
と
て
も
寂
し
か

っ
た
で
す
。

　

今
回
の
留
学
で
、
私
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
文
化
や
言
語
に
触
れ

る
こ
と
で
、
自
分
の
視
野
が
広
が

り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
８
月
の
６
日
か
ら
８
月

の
15
日
ま
で
の
10
日
間
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
短
期
留
学
に
行
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
家
へ
行
く
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
た
ち
が
甘
い
ク
ッ
キ
ー
を

作
っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
て
、
私

た
ち
の
こ
と
を
温
か
く
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。　

　

私
達
は
日
本
の
お
菓
子
や
折
り

紙
な
ど
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

特
に
折
り
紙
は
と
て
も
気
に
入

っ
て
も
ら
え
て
、
紙
飛
行
機
や
鶴

を
一
緒
に
た
く
さ
ん
折
り
ま
し
た
。

　

週
末
に
は
一
緒
に
買
物
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
お
土
産
を
買

っ
た
り
美
味
し
そ
う
な
お
菓
子
を

買
っ
た
り
し
ま
し
た
。
見
た
こ
と

の
な
い
も
の
だ
ら
け
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
新
鮮
な
気
分
を
味
わ

え
ま
し
た
。

　

次
の
日
に
は
ビ
ー
チ
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
で
は
冬
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
そ
の
日
は
天
気
が
良

く
、
波
も
全
く
な
か
っ
た
の
で
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
か
ら
は
毎
日

ト
ラ
ム
と
い
う
路
面
電
車
で
帰
り

ま
し
た
。
カ
ー
ド
さ
え
あ
れ
ば
無

料
で
乗
車
で
き
る
の
で
、
と
て
も

便
利
で
す
。

　

帰
り
道
に
は
家
の
近
く
の
コ
ン

ビ
ニ
で
お
菓
子
を
買
っ
て
帰
り
ま

し
た
。
見
た
こ
と
の
な
い
お
菓
子

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
眺
め
て
い
る

だ
け
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

何
よ
り
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
ｉ
Ｆ
Ｌ
Ｙ
で
す
。
ｉ
Ｆ
Ｌ

Ｙ
と
い
う
の
は
、
室
内
で
ス
カ
イ

ダ
イ
ビ
ン
グ
を
味
わ
え
る
施
設

で
す
。
下
か
ら
も
の
す
ご
い
速
さ

の
風
が
放
た
れ
て
お
り
、
な
ん
と

そ
の
風
で
浮
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

様
々
な
注
意
事
項
を
英
語
で
説

明
さ
れ
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
の

で
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。人
生
で
初
め
て
の
経
験
で
、

本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

思
い
返
す
と
本
当
に
あ
っ
と
い

う
間
の
10
日
間
で
し
た
。
最
初
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
と
い
う

実
感
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご

せ
ば
過
ご
す
ほ
ど
に
日
本
と
の
文

化
の
違
い
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

馴
染
め
る
か
不
安
だ
っ
た
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
も
短
い
時
間
の
中
で
本

当
の
家
族
の
よ
う
に
な
れ
ま
し
た
。

　

短
期
留
学
で
知
り
合
っ
た
日
本

の
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
だ
け
で
な
く
、

移
動
、
食
事
、
買
い
物
な
ど
、
全

て
が
新
鮮
で
、
日
本
で
は
絶
対
に

経
験
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菊
池
先
生
、
教
育
委
員
会
の
皆

様
、
今
回
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆

様
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
Ｉ
Ｓ

Ａ
（
※
）
の
皆
様
の
お
か
げ
で
私

は
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
経
験
を
人
生
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

『
と
び
た
て
新
世
界
』

『
と
び
た
て
新
世
界
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   

   

川
田
川
田  

航
平
航
平

※
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
ア
イ
・
エ
ス
・
エ
イ
）
… 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
留
学
、
国
際
教
育
に
特
化
し
た
教
育
旅
行
の
専
門
会
社
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私
は
、
８
月
６
日
か
ら
15
日
ま

で
の
10
日
間
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
き
ま
し
た
。

　

不
安
は
あ
ま
り
無
く
た
だ
た

だ
楽
し
み
で
、
こ
れ
か
ら
の
10
日

間
に
た
く
さ
ん
の
期
待
が
あ
り

ま
し
た
。

　

現
地
に
着
く
と
、
日
本
と
全
然

違
う
景
色
が
広
が
っ
て
い
て
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
の
景
色
は
す
ご
く

お
洒
落
な
雰
囲
気
で
落
ち
着
き
が

あ
り
ま
し
た
。

　

夜
の
景
色
は
言
葉
が
出
な
い
ほ

ど
美
し
く
、
昼
間
と
は
別
の
国
な

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
く
ら
い

で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
土
日

以
外
は
大
学
へ
行
き
英
語
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
向
こ
う
の

人
た
ち
は
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
が
早

く
て
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
全
く

理
解
で
き
ず
、
初
め
は
授
業
に
つ

い
て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

だ
け
ど
わ
か
ら
な
い
な
り
に
楽

し
く
、
自
然
と
英
語
で
質
問
し
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
が

で
き
て
、
英
語
で
聞
い
て
み
て
会

話
が
成
立
す
る
と
自
信
が
つ
い
て

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
話
を
聞
い
た
り
書
い
た

り
す
る
時
間
よ
り
も
、
周
り
と
交

流
す
る
時
間
の
方
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

面
で
は
英
語
だ
け
で
な
く
人
と
の

関
わ
り
方
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
室
に
時
計
が
な
い
こ

と
、
軽
食
を
食
べ
る
時
間
が
あ
る

こ
と
な
ど
日
本
と
異
な
っ
た
場
面

が
多
々
あ
り
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活

も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
会
っ
た
時
は
緊
張
し
た
け

れ
ど
明
る
く
迎
え
て
く
れ
て
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
８
歳
の
女

の
子
が
い
て
と
て
も
元
気
で
好
奇

心
旺
盛
な
子
で
、
毎
日
話
し
か
け

て
く
れ
て
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　

夕
食
後
は
家
族
み
ん
な
で
毎
日

映
画
を
見
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ

れ
が
一
番
の
楽
し
み
で
し
た
。

　

食
べ
る
も
の
は
だ
い
た
い
決
ま

っ
て
い
て
、
パ
ン
や
チ
キ
ン
な
ど

が
多
か
っ
た
で
す
。

　

私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
は
、

も
う
一
人
20
歳
く
ら
い
の
日
本
人

の
留
学
生
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人

と
一
緒
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

都
市
ま
で
電
車
で
行
っ
た
り
、
英

語
の
面
で
困
っ
た
と
き
に
た
く
さ

ん
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

動
物
園
へ
行
っ
た
と
き
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
し
か
い
な
い
動
物
だ

っ
た
り
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
い
ろ

ん
な
知
識
を
教
え
て
く
れ
た
り
し

て
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
も
行

き
ま
し
た
。
お
寿
司
屋
さ
ん
が
あ

っ
て
驚
き
ま
し
た
。
と
て
も
広
く

て
お
店
を
探
す
の
も
一
苦
労
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
店
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
、
お
菓
子
と

か
が
と
て
も
大
き
く
て
テ
ン
シ
ョ

ン
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
10
日
間
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
は
、
最
初
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
英
語
も
徐
々
に
聞
き
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
結
構
嬉

し
か
っ
た
し
、
会
話
に
混
ざ
ら
な

く
て
も
英
語
を
聞
い
て
い
る
だ
け

で
勉
強
に
な
る
の
で
本
当
に
行
っ

て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
テ
ス
ト
の
点
を
取
る
た

め
に
勉
強
し
て
い
る
英
語
と
は
違

う
、
よ
り
自
然
で
リ
ア
ル
な
英
語

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

　

い
つ
か
一
人
で
海
外
へ
行
っ
て

い
ろ
ん
な
国
を
見
て
み
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た

10
日
間
で
し
た
。

『
新
し
い

『
新
し
い
1010
日
間
』

日
間
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

川
本

　
　
　
　
　

川
本  

ひ
か
り

ひ
か
り
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僕
は
８
月
６
日
か
ら
８
月
15
日

ま
で
の
10
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
へ
、
短
期
語
学

留
学
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

僕
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
だ

っ
た
の
で
緊
張
、
不
安
な
ど
様
々

な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
出
発
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着

い
た
と
き
に
最
初
に
気
づ
い
た
こ

と
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
と
て

も
寒
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
る
と
北
竜
町
の
11
月
の
中

旬
く
ら
い
の
気
温
で
し
た
。

　

僕
た
ち
の
参
加
し
た
コ
ー
ス
で

は
平
日
の
午
前
中
は
勉
強
、
午
後

か
ら
は
観
光
、
休
日
は
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
過
ご
す
、
と
い

う
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

平
日
の
勉
強
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大

学
と
い
う
世
界
的
に
も
有
名
な
大

学
で
勉
強
を
し
ま
し
た
。
全
て
英

文
法
の
勉
強
で
し
た
。
文
法
は
全

て
中
学
英
語
レ
ベ
ル
で
主
にlike

やas

～as

を
使
っ
た
同
等
比
較

の
文
章
作
り
や
、hyperbole

と

い
っ
た
比
喩
表
現
な
ど
、
ど
れ
も

あ
ま
り
難
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内

の
観
光
を
し
ま
し
た
。
僕
た
ち
が

主
に
行
っ
た
と
こ
ろ
は
、NGV

と

い
う
美
術
館
の
よ
う
な
場
所
や
フ

リ
ン
ダ
ー
ス
ス
ト
リ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
駅
、
セ
ン
ト
・
ポ

ー
ル
大
聖
堂
と
い
う
大
き
な
教

会
、
メ
ル
ボ
ル
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
と
い

う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行

き
ま
し
た
。

　

移
動
に
は
ト
ラ
ム
と
い
う
路
面

電
車
を
利
用
し
て
様
々
な
場
所
に

行
き
ま
し
た
。

　

観
光
だ
け
で
な
く
、
タ
ス
ク
と

い
っ
た
通
行
人
に
質
問
を
し
て

様
々
な
疑
問
を
解
決
す
る
謎
解
き

の
よ
う
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。

　

休
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
「
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
ａ
ｔ 

Ｗ
ｉ

ｌ
ｄ
ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
と

い
う
動
物
園
や
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

い
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
ま
し
た
。　
　

　

「
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
ａ
ｔ 

Ｗ
ｉ
ｌ

ｄ
ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
の
生
き
物
が

た
く
さ
ん
居
り
、
コ
ア
ラ
、
カ
ン

ガ
ル
ー
、
エ
ミ
ュ
ー
な
ど
有
名
な

動
物
が
数
多
く
い
ま
し
た
。
園
内

で
は
カ
ン
ガ
ル
ー
に
餌
を
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
て
、
餌
を
食
べ
る
カ

ン
ガ
ル
ー
は
か
わ
い
か
っ
た
で
す

が
、少
し
怖
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

お
金
を
払
え
ば
コ
ア
ラ
に
触
り
写

真
を
撮
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
、
体
験
し
て
き
ま

し
た
。
料
金
は
５
，
０
０
０
円
で

か
な
り
高
か
っ
た
で
す
が
、
コ
ア

ラ
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
と
て

も
ふ
わ
ふ
わ
で
、
可
愛
く
、
気
持

ち
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
食
料
品
か

ら
衣
類
、
雑
貨
な
ど
、
様
々
な
も

の
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

僕
は
そ
こ
で
家
族
に
革
製
品
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
買
い
ま
し

た
。
と
て
も
広
く
、３
時
間
ほ
ど
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
終
日
で
は
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま

し
た
。
話
す
内
容
は
自
由
で
、
僕

は
自
分
の
趣
味
に
つ
い
て
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
代
表
に

選
ば
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
英

語
の
能
力
は
結
構
上
達
し
、
日
本

の
友
達
も
で
き
、
人
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

英
語
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
菊

池
先
生
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
く
だ
さ
っ
た
教
育
委
員
会
の

皆
様
方
、
添
乗
員
の
方
々
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、ル
ー
ム
メ
イ
ト
、

家
族
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

貴
重
な
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
大
い
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

『
留
学
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』

『
留
学
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　

　
　
　         

         

林林  

俊
吾
俊
吾
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私
は
、
８
月
６
日
か
ら
８
月
15

日
ま
で
の
10
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
短
期
語
学
留
学
に
行
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
が
初
め
て
の
海
外

渡
航
だ
っ
た
の
で
、
現
地
の
環
境

や
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
、
楽
し
み
で
わ

く
わ
く
し
た
気
持
ち
の
方
が
大
き

か
っ
た
で
す
。

　

夜
間
の
飛
行
機
に
長
時
間
乗
る

こ
と
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
ず
っ
と
気
分
が
高
揚
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

着
く
と
、
当
た
り
前
で
す
が
、
看

板
に
日
本
語
が
な
か
っ
た
り
、
す

れ
違
う
人
全
員
英
語
を
は
な
し
て

い
た
り
と
、
日
本
で
は
な
い
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夜
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
二
人

と
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

翌
日
か
ら
、
学
校
で
の
授
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
先
生
方
は
、
明

る
く
優
し
い
人
で
し
た
。
授
業
の

英
語
は
あ
ま
り
聞
き
取
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
単
語
や
、
身
振
り
手

振
り
で
な
ん
と
か
伝
え
よ
う
と
頑

張
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
座
学
だ
け
で
は
な
く
、

美
術
館
や
動
物
園
に
行
き
、
現
地

の
人
に
質
問
す
る
な
ど
、
実
用
的

に
英
語
を
学
び
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
大
き
な
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

　

外
に
お
店
が
た
く
さ
ん
並
ん
で

い
た
り
し
て
、
お
祭
り
の
屋
台
の

よ
う
で
し
た
。
見
る
だ
け
で
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
困
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日

本
で
は
通
貨
が
違
う
の
で
換
算
し

て
会
計
す
る
こ
と
が
う
ま
く
で
き

ず
、
私
は
あ
ま
り
買
い
物
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
し
次
に
行
く
機
会
が
あ
れ

ば
、
も
っ
と
色
々
な
も
の
を
買
っ

て
帰
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
場
所
を
訪
れ
ま
し
た

が
、
私
は
美
術
館
が
一
番
思
い
出

に
残
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
関
心

を
惹
か
れ
る
も
の
を
た
く
さ
ん
見

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
。

　

最
終
日
に
な
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
感
謝
を
告
げ
、
笑
顔
で

別
れ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
も
空
港
ま
で
見
送
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

名
残
惜
し
か
っ
た
で
す
が
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
、
色
々
な
こ
と
を
経
験
で
き

ま
し
た
。

　

英
語
も
、
最
初
よ
り
は
聞
き
取

れ
る
よ
う
に
な
り
、
短
い
間
で
し

た
が
充
実
し
た
10
日
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ど
れ
を
取
っ
て
も
、

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
留
学
で
、
日

本
と
は
全
く
異
な
る
歴
史
を
持
つ

国
の
景
観
や
文
化
を
直
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
新
鮮
で
自

分
の
将
来
に
つ
い
て
の
視
野
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短
期
留
学
』

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短
期
留
学
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　
　

　
　
　
　     

     

堀
見
堀
見  

姫
菜
姫
菜
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令和７年度 北竜町職員（消防職）採用資格試験募集

１．受 付 期 間　　令和６年１０月２１日 (月) から令和６年１１月２１日 (木)まで(必着)

２．第 １ 次 試 験 日　　令和６年１２月１日 (日)  午前９時００分

３．試 験 会 場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１番地１）

４．募　 集 　人 　員　　１名

５．採 用 年 月 日　　令和７年４月１日

６．受 験 資 格　　

　　１）高等学校卒業以上の学歴を有し、平成９年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた

　　　　身体強健で採用となった場合、北竜町内に居住できる者

　　２）普通自動車運転免許取得者

　　３）視力０．７以上（矯正視力可）で赤色、青色及び黄色の色彩が識別できること

　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　　　受験できません。

７．試験方法

　　１）第１次試験：適性検査、論作文試験 （試験終了予定時間　１１時００分）

　　２）第２次試験：面接試験、体力試験 （第１次試験合格者に対して１２月中旬以降に実施予定）

８．提出書類

　　・北竜町職員採用試験エントリーシート兼履歴書（町ホームページからダウンロード）

　　・運転免許証の写し

　　・卒業証明書または卒業見込証明書

　　　上記を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

【社会人募集】

【新卒募集】
１．受 付 期 間　　令和６年１０月２１日 (月) から令和６年１１月２１日 (木)まで(必着)

２．第 １ 次 試 験 日　　令和６年１２月７日 (土)  午前９時００分

３．試 験 会 場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１番地１）

４．募　 集 　人 　員　　１名

５．採 用 年 月 日　　令和７年４月１日

６．受 験 資 格　　

　　１）高等学校卒業以上の学歴を有し、身体強健で採用となった場合、北竜町内に居住できる者

　　　　①大学、短大を卒業した者は、平成１４年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた者

　　　　　（令和７年３月卒業見込み含む。）

　　　　②高校を卒業した者は、平成１７年４月２日から平成１９年４月１日までに生まれた者

　　　　　（令和７年３月卒業見込み含む。）

　　２）普通自動車運転免許取得者（取得見込み含む）

　　３）視力０．７以上（矯正視力可）で赤色、青色及び黄色の色彩が識別できること

　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　　　受験できません。

７．試験方法

　　１）第１次試験：教養試験、適性検査、作文試験（試験終了予定時間　１２時３０分）

　　２）第２次試験：面接試験、体力試験（第１次試験合格者に対して１２月中旬以降に実施予定）

８．提出書類

　　・北竜町職員採用試験エントリーシート兼履歴書（町ホームページからダウンロード）

　　・運転免許証の写し（取得者のみ）

　　・卒業証明書または卒業見込証明書

　　　上記を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

※詳細は町ホームページをご覧ください。

郵送で書類を請求される場合は、１４０円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）に送付先の

住所／氏名を記入したものを同封し、請求してください。

【 提出先／問い合わせ先 】

　〒０７８- ２５１２　雨竜郡北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課庶務係

　℡：０１６４－３４－７０２８
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「
は
じ
め
て
の
芸
術
鑑
賞
の
旅
」

「
は
じ
め
て
の
芸
術
鑑
賞
の
旅
」

　
　
　
　
　
　
小
学
４
年
　
市
場 

洋
希

　

ま
ず
は
じ
め
に
似
鳥
美
術
館
に
行
き
ま

し
た
。
最
初
に
大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
凄
い
と
思
っ
た
の

は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
景
色
は
石
の
よ
う

な
物
で
作
っ
て
い
る
け
ど
、
顔
の
と
こ
ろ

は
人
が
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
凄
か
っ
た

で
す
。
上
の
階
に
上
が
る
と
「
座
る
こ
と

を
拒
否
す
る
イ
ス
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
。
面
白
そ
う
だ
っ
た
の
で
座
っ
て
み

ま
し
た
が
、
お
し
り
が
痛
か
っ
た
の
で
少

し
し
か
座
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
旧
三
井
銀
行
に
行
き
ま
し
た
。
銀

行
の
階
段
が
今
と
違
い
ま
し
た
。
地
下
の

金
庫
は
す
ご
く
古
か
っ
た
で
す
。

　

次
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
に
行
き

ま
し
た
。
あ
ん
な
に
大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
を
作
っ
て
凄
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

美
術
館
の
階
段
が
木
で
出
来
て
い
て
、
ギ

シ
ギ
シ
い
っ
て
い
た
の
で
怖
か
っ
た
で
す
。

　　「
芸
術
鑑
賞
の
旅
の
感
想
」

「
芸
術
鑑
賞
の
旅
の
感
想
」

　
　
　
　
　
　
小
学
６
年
　
藤
井 

星
弥

　

ぼ
く
は
、
芸
術
の
村
は
と
て
も
良
い
経

験
だ
と
思
い
ま
し
た
。似
鳥
美
術
館
で
は
、

色
々
な
絵
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
、

と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店
で

は
部
屋
が
多
く
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
銀

行
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
違
い
ま
し
た
。

　

次
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
で
は
教

会
に
あ
る
よ
う
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ

り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

　

最
後
に
行
っ
た
西
洋
美
術
館
は
、
人
の

形
を
し
て
い
た
も
の
や
ベ
ッ
ド
が
あ
り
ま

し
た
。
西
洋
美
術
館
は
他
の
場
所
と
は
違

　

最
後
に
西
洋
美
術
館
に
行
き
ま
し
た
。

似
鳥
美
術
館
よ
り
彫
刻
が
多
か
っ
た
で
す
。

日
本
の
絵
は
黒
い
線
が
描
い
て
あ
る
け
ど
、

西
洋
の
絵
は
描
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

色
ん
な
物
が
見
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
、
優
れ

た
芸
術
に
接
す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
、平
成
25
年
度
か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
度
は
、
８
月
31
日
に
児
童
・
生
徒
５
名
が
参
加
し
、
小
樽
市
の
小
樽
芸
術
村
に
あ

る
美
術
館
等
の
４
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も
、
一
般
対
象
の
「
文
化
芸

術
鑑
賞
の
旅
」
を
合
同
で
開
催
し
、
10
名
の
方
が
児
童
・
生
徒
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

 

今
回
、
参
加
児
童
・
生
徒
に
書
い
て
も
ら
っ
た
感
想
文
の
中
か
ら
、
代
表
し
て
３
名
の

感
想
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
一
部
広
報
用
に
修
正
し
て
い
ま
す
）

「小樽芸術村に行こう！」「小樽芸術村に行こう！」児童・生徒・一般児童・生徒・一般
文化芸術鑑賞の旅文化芸術鑑賞の旅
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い
土
器
が
あ
り
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

四
つ
の
中
で
一
番
面
白
か
っ
た
と
こ
ろ

は
似
鳥
美
術
館
で
す
。
手
の
形
を
し
た
イ

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
10
億
す
る
絵
も
あ
り

凄
か
っ
た
で
す
。

　　「
芸
術
鑑
賞
の
旅
」

「
芸
術
鑑
賞
の
旅
」

　
　
　
　
　
　
中
学
３
年
　
佐
藤 

璃
奈

　

私
は
今
回
の
芸
術
鑑
賞
の
旅
で
小
樽
芸

術
村
に
行
き
ま
し
た
。
小
樽
芸
術
村
に
は

四
つ
の
美
術
館
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
似
鳥
美
術
館
で
す
。

似
鳥
美
術
館
に
は
、
一
階
か
ら
四
階
ま
で

作
品
の
展
示
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ル
イ

ス
・
Ｃ
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
息
を
の
む
よ
う
な
美

し
さ
で
特
大
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
見
た

こ
と
が
な
く
、
迫
力
が
あ
り
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
他
に
も
二
階
か
ら
展
示
さ
れ
て

い
る
絵
画
は
日
本
画
か
ら
洋
画
ま
で
幅
広

く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
作
品
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、三
井
銀
行
小
樽
支
店
で
す
。

内
観
は
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
お
り
、
回
廊

や
石
膏
で
出
来
た
天
井
な
ど
豪
華
で
と
て

も
美
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
他
に
も
貸
金

庫
室
や
大
金
庫
室
、
電
話
室
な
ど
通
常
な

か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
も
見

る
こ
と
が
で
き
、
私
の
知
っ
て
い
る
銀
行

と
は
違
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
西
洋
美
術
館
で
す
。
西
洋

美
術
館
に
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
ラ
ン

プ
、
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、
家
具
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は

人
物
だ
け
で
な
く
、
花
や
鳥
な
ど
自
然
な

風
景
が
中
心
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
工
芸
品
の
一
つ
一
つ
が

綺
麗
で
、
き
の
こ
の
よ
う
な
形
を
し
た
ラ

ン
プ
が
個
人
的
に
好
き
で
見
惚
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
ア
ー
ル
・
デ

コ
の
部
屋
な
ど
家
具
が
沢
山
置
か
れ
て
い

て
一
日
だ
け
で
も
こ
ん
な
部
屋
に
住
ん
で

み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

四
つ
目
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
で

す
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
の
大
半
は

キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
作
品
で
し
た
。「
最

後
の
晩
餐
」
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
す
ご
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
絵

画
と
違
っ
て
光
と
影
の
陰
影
に
よ
っ
て
浮

き
上
が
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
伝
え
て
い

る
感
じ
が
し
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
修
復
作
業
の
工
程
を
紹
介
し

て
い
る
動
画
が
流
れ
て
い
て
職
人
技
は
凄

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
四
つ
の
美
術
館
を
見
て
回
っ

て
楽
し
く
、
そ
し
て
小
樽
の
歴
史
を
少
し

で
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
小
樽
市
内
の
観
光
も
少
し

で
き
て
良
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
次
の
芸
術
鑑
賞
の
旅
も
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

１．採 用 年 月 日　　令和７年４月１日

　　　　　　　　　　　　（ただし採用予定者と協議し令和６年度より採用もあります。）

２．募　 集 　人 　員　　正職員２名（社会福祉法人北竜町社会福祉協議会職員として採用）

３．受　 験　 資　 格　　・年齢が概ね５０歳くらいまでの方。

　　　　　　　　　　　　・保育士資格を有している方

４．給　　 与 　　等　　社会福祉法人北竜町社会福祉協議会給与規程に基づいて支給

　　　　　　　　　　　　※経験年数等により協議。

５．手　　 当 　　等　　住居手当ほか

６．受　 付 　期 　間　　令和６年１１月３０日（土）まで

７．提　 出 　書 　類　　・履歴書

　　　　　　　　　　　　・卒業証明書の写し（又は卒業見込み証明書）

　　　　　　　　　　　　・保育士免許証（取得している場合）

　　　　　　　　　　　　上記をやわら保育園に郵送、又は、持参し提出して下さい。

８．書　 類 　選 　考　　受付後、書類選考を行います。

９．試　　 験 　　日　　書類選考のうえ、後日通知します。

10．試　 験　 方　 法　　面接

11．提出先／問い合わせ先　　〒０７８－２５１２　雨竜郡北竜町字和２７番地２　やわら保育園

　　　　　　　　　　　　　　　 ℡：０１６４－３４－８８０１

北竜町立やわら保育園採用資格試験募集
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３１３

　

秋
の
涼
し
さ
も
深
み
を
ま
し
て

冬
の
到
来
を
待
つ
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
の
夏
は
道
外
は
記
録

破
り
の
暑
さ
が
長
く
続
き
大
変
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て

北
海
道
は
寝
苦
し
い
夜
は
数
え
る

ほ
ど
で
意
外
に
楽
で
し
た
。
実
は

昨
年
の
猛
暑
に
懲
り
て
我
が
家
に

も
エ
ア
コ
ン
の
導
入
を
行
っ
た
の

で
す
が
活
躍
の
場
が
少
な
く
て
エ

ア
コ
ン
さ
ん
に
恥
を
か
か
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

活
躍
の
場
が
少
な
か
っ
た
の
は
、

良
い
事
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

予
防
接
種
と
は
感
染
の
可
能
性
を

少
な
く
し
た
り
重
症
化
を
防
ぐ
働

き
が
あ
り
ま
す
。
法
律
に
基
づ
い

て
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

「
定
期
接
種
」
と
希
望
者
が
各
自

で
受
け
る
「
任
意
接
種
」
が
あ
り

ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は

65
歳
以
上
の
方
や
60
歳
～
64
歳
で

持
病
が
あ
っ
た
り
す
る
方
が
定
期

接
種
の
対
象
で
す
。
そ
れ
以
外
の

方
は
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

北
竜
町
で
は
町
民
に
対
し
定
期
接

種
の
対
象
者
は
無
料
で
す
。
ま
た

任
意
接
種
で
す
が
18
歳
以
下
の
お

子
さ
ん
も
無
料
で
す
。
そ
れ
以
外

の
方
は
１
千
円
必
要
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
く
65
歳

以
上
の
方
と
60
歳
以
上
で
持
病
の

あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

料
金
は
３
千
円
で
す
。
12
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
方
は
任
意
で
受
け
ら

れ
ま
す
が
料
金
は
５
千
円
で
す
。

（
町
の
補
助
が
入
っ
て
い
ま
す
）

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
定
期
接
種

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
と
違

っ
て
無
料
で
は
な
く
有
料
と
な
り

ま
す
。（
そ
り
ゃ
そ
う
だ
、
１
本

１
万
円
以
上
し
ま
す
も
ん
ね
）

報
道
な
ど
で
ご
存
知
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
こ
の
秋
に
使
用
可
能
な
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
５
種
類
で
す
。

北
竜
町
立
診
療
所
は
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
の
コ
ミ
ナ
テ
ィ
を
使
用
し
ま
す
。

「
コ
ミ
ナ
テ
ィ
っ
て
、
先
生
よ
、

前
か
ら
打
っ
て
る
ヤ
ツ
だ
ろ
？
古

く
ね
～
か
？
」

刻
々
と
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
し
て
い

ま
す
よ
ね
。
今
回
打
つ
コ
ミ
ナ
テ

ィ
は
現
在
流
行
し
て
い
る
株
に
対

応
し
た
い
わ
ゆ
る
新
型
コ
ミ
ナ
テ

ィ
で
す
。

「
ほ
～
そ
う
か
。
そ
れ
と
12
歳
未

満
の
子
供
は
ど
う
な
ん
だ
い
？
」

北
竜
町
で
は
12
歳
以
上
用
の
ワ
ク

チ
ン
し
か
取
り
扱
わ
な
い
為
、
６

カ
月
か
ら
11
歳
ま
で
の
希
望
者
は

主
治
医
の
先
生
と
ご
相
談
下
さ
い
。

　

そ
う
そ
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
に
朗
報
が
あ
り
ま
す
。

で
も
年
齢
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
方
に
は
注

射
で
な
く
鼻
腔
に
噴
霧
す
る
だ
け

の
ワ
ク
チ
ン
が
今
年
か
ら
認
め
ら

れ
ま
し
た
。（
海
外
で
は
10
年
前

か
ら
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
）

痛
く
な
い
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

た
だ
し
生
ワ
ク
チ
ン
で
す
の
で
周

り
の
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
も

僅
か
に
あ
り
ま
す
。
副
作
用
は
鼻

炎
症
状
や
感
冒
様
症
状
が
一
時
的

に
出
る
場
合
が
あ
る
そ
う
で
す
。

喘
息
も
悪
化
さ
せ
る
場
合
が
あ
る

の
で
喘
息
の
方
も
推
奨
で
き
ま
せ

ん
。
妊
婦
さ
ん
や
免
疫
力
の
低
下

し
た
人
も
出
来
ま
せ
ん
。

ど
の
年
代
も
１
回
の
接
種
で
良
い

で
す
。

料
金
は
北
竜
町
の
大
サ
ー
ビ
ス
で

無
料
で
す
。（
一
般
的
に
は
１
万

円
弱
で
す
。
あ
り
が
た
や
）

ワクチンの話

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
１１月６日（水）、１１月２７日（水）は午後１時３０分より、浦本先生
が深川市において介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

２日（土）

町民文化祭（～３日） 公民館・
改善センター  9:00～

親子映画鑑賞会 公民館・
改善センター 18:00～

４日（月）ひまわりPG場
クローズ ひまわりPG場

５日（火）北竜町民
ラストコールPG大会 ひまわりPG場  8:30～

14日（木）ひまわり大学11月講座 公民館
大ホール 10:00～

30日（土）女性レクリエーション 改善センター  9:30～

11月の生涯学習カレンダー

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

11月 4・11・18・25日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　　　

右記ＱＲコードより
学校便りをご覧いた
だけます。

（問い合わせ先：北竜町教育委員会 TEL:３４－２５５３）

右記ＱＲコードより、検討委員会
の様子等が掲載された「かわら版」
第２号をご覧いただけます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４－２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードよりご覧いただけ
ます。

真竜小学校 北竜中学校

秋のフットパスを開催

　１０月１２日に北竜温泉から眺望の丘をまわる

コースにて秋のフットパスを開催し、１４名が参加

しました。

　稲穂が広がる景色を楽しみながらコースを廻り、

特に眺望の丘からみる圧巻の景色に心身ともにリフ

レッシュされました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「農園収穫祭」を開催

　９月７日に子どもと高齢者のふれあい事業「農園

収穫祭」をふれあい農園と改善センター体育館にて

開催しました。

　最初に５月のふれあい事業で、推進委員さんと一

緒にふれあい農園に植えたじゃがいもや人参を収穫

し、室内に戻って謎解きレクを楽しんだ後は、収穫

した野菜を使って作ったカレーライス等をみんなで

食べ、笑顔溢れる一日となりました。

教育委員会主催の社会教育・体育事業
は下記ＱＲコードより詳細をご確認
いただき電話等でお申し込み下さい。
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　乾電池ランプが赤い点滅状態のまま放置していると乾電池の液漏れ等によりショートし、

発火する可能性があります。乾電池ランプが点滅していたら乾電池を交換してください。

　非常時にはコンセントを外すと、乾電池に切り替わり持ち出すことで無線を活用できるため、

日頃より防災行政無線機のチェックを定期的に実施し、非常時に備えるようお願いいたします。

■問い合わせ先：　役場総務課庶務係　TEL ３４－７０２８

■防災行政無線機の乾電池ランプの■防災行政無線機の乾電池ランプの
確認をお願いします！確認をお願いします！

乾電池ランプが赤く点滅

していたら乾電池を交換

してください。

■休館のお知らせ ■ふろの日

■湯＆食パック

施設メンテナンスのため下記の日程で休館

致します。

　１１/１１(月)　ホテルのみ休館
　１１/１２(火)～１５(金)　全館休館
　１１/１６より通常営業致します。

毎月１１、２６日は半額でご利用頂けます！

入浴と食事が１，２００円で楽しめるパックです！
※メニューは月替わりになります。

■サンフラワーパーク北竜温泉からお知らせ 【℡：３４－３３２１】

まちの動き
１０月１日現在（前月比）

世帯数　７８０世帯(＋４)
 人口 １, ５９８人(－１)
　男　　　７５９人(－３)
　女　　　８３９人(＋２)

(外国人含)

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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９
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